
原子力システム研究開発事業 －基礎研究開発分野－ 

革新技術創出型 事後評価総合所見 

 

研究開発課題名：EBR-II廃材を用いた高速炉構造材健全性評価に関する研究開発 

 

研究代表者（研究機関名）：沖田 泰良（国立大学法人東京大学） 

再委託先研究責任者（研究機関名）：礒部 仁博（原子燃料工業株式会社） 

再委託先研究責任者（研究機関名）：松本 善博（株式会社原子力エンジニアリング） 

 

研究期間及び研究経費：平成２１年度～平成２３年度（３年計画） ２７４百万円 

項 目 要   約 

１．研究開発の概要 

 

革新的原子力システムとして有望な液体ナトリウム冷却高速増殖炉を対象

に、米国高速実験炉EBR-IIで使用された構造材廃材に対して、非破壊検査

試験とミクロ組織観察を実施し照射劣化を系統的に把握する。これに基づき、

従来取得されてきたラボデータと実機環境での材料挙動の相違を明確化し、

革新炉の健全性評価手法確立に資する。 

 

 

２．総合評価 ・照射材への一連の試験とモデリングによりミクロ組織変化をマクロな機械的性

質へ結び付けようとする意欲的な研究である。健全性評価適用の面で課題が

残る点はあるものの、個々の研究については、水準の高い優れた成果が挙げ

られている。 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている。 

Ａ）優れた成果が挙げられている。 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている。 

Ｃ）部分的な成果に留まっている。 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない。 
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